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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年5月21日(2012.5.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　他の実例中、図６に示すように、図６は、ステップＳ３０１の別な実施形態を示すフロ
ーチャートである。図２と図６とにおいて、この実施形態中のステップＳ３０１は、ステ
ップＳ６０１～Ｓ６０４を含む。この実施形態は、フレーム検出器２１０の計数値の初期
状態を０と仮定する。ステップＳ６０１中、第２フレームおよび複数の第１フレームの連
続変化の回数が計数される。より具体的には、フレーム検出器２１０は、第１フレームお
よび第２フレームが同一か否かチェックする。もし、それらが同一であれば、計数値がリ
セットされる；さもなくば、計数値が累計される。この実施形態中、計数値は、上記した
連続変化の回数が使用される。ここで、第１フレームおよび第２フレームが同一でないと
仮定すると、計数値が０から１へ変化する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　液晶ディスプレイ（Liquid Crystal Display =ＬＣＤ）のグレー挿入方法であって：
　前記液晶ディスプレイにより表示されている現在フレームが動的フレームであるか又は
静的フレームであるか判定することと；
　前記液晶ディスプレイが前記動的フレームを表示する時、前記液晶ディスプレイのグレ
ー挿入レベルを上げ、かつ同期してパルス幅変調（Pulse Width Modulate = PWM）信号の
デューティサイクルを増大させ、そのうち、前記パルス幅変調信号が液晶ディスプレイの
バックライトモジュールを駆動するために使用されることと；
　前記液晶ディスプレイが前記静的フレームを表示する時、前記液晶ディスプレイの前記
グレー挿入レベルを下げるとともに、同期して前記パルス幅変調（Pulse Width Modulate
 = PWM）信号の前記デューティサイクルを減少させることと；
　前記液晶ディスプレイの前記グレー挿入レベルを上げるステップが：グレー挿入フレー
ムの充電時間を延長することと；
　前記液晶ディスプレイの前記グレー挿入レベルを下げるステップが：グレー挿入フレー
ムの充電時間を短縮することと
　を含むものである液晶ディスプレイのグレー挿入方法。
【請求項２】
　前記液晶ディスプレイにより表示されている前記現在フレームが前記動的フレームであ
るか又は前記静的フレームであるか判定するステップが：
　前記液晶ディスプレイにより先に表示される第１フレームを引き出すことと；
　前記液晶ディスプレイにより現在表示される第２フレームを引き出すことと；
　前記第２フレームが前記第１フレームと異なる時、前記液晶ディスプレイが前記動的フ
レームを表示すると判定することと；
　前記第２フレームが前記第１フレームと同じ時、前記液晶ディスプレイが前記静的フレ
ームを表示すると判定することと
　を含む請求項１記載のグレー挿入方法。
【請求項３】
　前記液晶ディスプレイにより現在表示されている前記フレームが前記動的フレームであ
るか又は前記静的フレームであるか判定するステップが：
　前記液晶ディスプレイにより先に表示される第１フレームを引き出すことと；
　前記液晶ディスプレイにより現在表示される第２フレームを引き出すことと；
　前記第１フレームおよび前記第２フレームに従って差異値を発生させることと；
　前記差異値が設定値より大きい時には、前記液晶ディスプレイが前記動的フレームを表
示すると判定することと；
　前記差異値が前記設定値より大きくない時には、前記液晶ディスプレイが前記静的フレ
ームを表示すると判定することと
　を含む請求項１記載のグレー挿入方法。
【請求項４】
　前記第１フレームおよび前記第２フレームに従って差異値を発生させるステップが：
　それぞれ前記第１フレームの複数の領域が前記第２フレームの複数の対応する領域と同
じであるか否か判定することと；
　前記第１フレームおよび前記第２フレーム間で異なる対応領域の数量に従って前記差異
値を決定すること
　を含む請求項３のグレー挿入方法。
【請求項５】
　前記液晶ディスプレイにより現在表示されている前記フレームが前記動的フレームであ
るか又は前記静的フレームであるか判定するステップが：
　前記液晶ディスプレイにより先に表示される複数の第１フレームを引き出すことと；
　前記液晶ディスプレイにより現在表示される第２フレームを引き出すことと；
　複数の前記第１フレームならびに前記第２フレームの連続的な変化の数量を計算するこ
とと；
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　連続的な変化の数量が設定値より大きい時、前記液晶ディスプレイが前記動的フレーム
を表示すると判定することと；
　連続的な変化の数量が設定値より大きくない時、前記液晶ディスプレイが前記静的フレ
ームを表示すると判定することと
　を含む請求項１記載のグレー挿入方法。
【請求項６】
　前記液晶ディスプレイの前記グレー挿入レベルを上げるステップが：
　フレーム周期でのグレー挿入フレームの表示時間を増加させること
　を含む請求項１から５のいずれか一項に記載のグレー挿入方法。
【請求項７】
　前記液晶ディスプレイの前記グレー挿入レベルを下げるステップが：
　フレーム周期でのグレー挿入フレームの表示時間を短縮させること
　を含む請求項１から６のいずれか一項に記載のグレー挿入方法。
【請求項８】
　駆動回路であり、液晶ディスプレイ（Liquid Crystal Display =ＬＣＤ）に適用できる
ものであって、前記駆動回路が：
　前記液晶ディスプレイにより先に表示される第１フレームおよび前記液晶ディスプレイ
により現在受信される第２フレームに従って、前記第２フレームが動的フレームまたは静
的フレームであることを判定するためのフレーム検出器と；
　前記フレーム検出器に連結されるグレー挿入制御器と；
　前記フレーム検出器に連結されバックライト補償ユニットと
　を含み、そのうち
　　前記第２フレームが前記動的フレームである時、前記グレー挿入制御器が前記液晶デ
ィスプレイのグレー挿入レベルを上げるとともに、同期してパルス幅変調（Pulse Width 
Modulate = PWM）信号のデューティサイクルを増大させ、
　　前記第２フレームが前記静的フレームである時、前記グレー挿入制御器が前記液晶デ
ィスプレイの前記グレー挿入レベルを下げるとともに、同期してパルス幅変調（Pulse Wi
dth Modulate = PWM）信号のデューティサイクルを短縮させ、
　　前記第２フレームが前記動的フレームである時、前記グレー挿入制御器がグレー挿入
フレームの充電時間を延長するとともに、前記第２フレームが前記静的フレームである時
、前記グレー挿入制御器が前記グレー挿入フレームの充電時間を短縮させ、
　　そのうち、前記パルス幅変調信号が前記液晶ディスプレイのバックライトモジュール
を駆動するために使用されるものである駆動回路。
【請求項９】
　前記フレーム検出器が、前記第１フレームを保存するためのストレージユニットを含む
請求項８記載の駆動回路。
【請求項１０】
　前記第１フレームが前記第２フレームと異なる時、前記フレーム検出器が前記第２フレ
ームは前記動的フレームであると判定し、前記第１フレームが前記第２フレームと同じで
ある時、前記フレーム検出器が前記第２フレームは前記静的フレームであると判定する請
求項８または９に記載の駆動回路。
【請求項１１】
　前記フレーム検出器が、前記第１フレームおよび前記第２フレーム間で差異値を取り出
すとともに、前記差異値が設定値より大きい時、前記フレーム検出器が前記第２フレーム
は前記動的フレームであると判定し、前記差異値が設定値より大きくない時、前記フレー
ム検出器が前記第２フレームは前記静的フレームであると判定する請求項８記載の駆動回
路。
【請求項１２】
　前記フレーム検出器が計数器を含み、前記計数器は、前記フレーム検出器より前記第１
フレームおよび前記第２フレームの対応領域が同じか異なるかを判定した後、前記第１フ
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レームおよび前記第２フレーム間で異なる対応領域の数量を計数するために使用し、前記
フレーム検出器が、前記数量を前記差異値として使用する請求項１１記載の駆動回路。
【請求項１３】
　前記フレーム検出器が：
　計数器を含み、２つの連続するフレームが異なる時、前記計数器の計数値を累計すると
ともに、２つの連続するフレームが同一である時、前記計数器の計数値をリセットし、そ
のうち、
　前記計数値が設定値より大きい時、前記フレーム検出器が前記第２フレームを前記動的
フレームであると判定し、
　前記計数値が設定値より大きくない時、前記フレーム検出器が前記第２フレームを前記
静的フレームであると判定する請求項８記載の駆動回路。
【請求項１４】
　前記第２フレームが前記動的フレームである時、前記グレー挿入制御器がフレーム周期
でのグレー挿入フレームの表示時間を増加させるとともに、前記第２フレームが前記静的
フレームである時、前記グレー挿入制御器がフレーム周期でのグレー挿入フレームの表示
時間を短縮させる請求項８から１３のいずれか一項に記載の駆動回路。
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